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職
人
技
と
い
う
言
葉
の
重
み
。 

時
代
の
流
れ
に
も
、
社
会
や
世
の
中
の
動
き
に
も 

左
右
さ
れ
な
い
で
、
自
分
の
意
志
・
精
神
世
界
を 

ど
こ
ま
で
も
貫
き
通
し
て
い
く 

頑
固
な
ま
で
の
「
こ
だ
わ
り
」
の
職
人
技
。 

モ
ノ
づ
く
り
に
「
こ
だ
わ
る
」
こ
と
で
、 

職
人
技
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
現
す
る
。 

長
い
歴
史
の
中
で
も
時
代
に
流
さ
れ
な
い
モ
ノ
づ
く
り
、 

そ
れ
が
京
の
職
人
た
ち
の
目
指
す
技
だ
。 

京
に
は
一
千
年
以
上
の
「
こ
だ
わ
り
＝
職
人
技
」
の 

歴
史
が
あ
り
暮
ら
し
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
。 

ハ
ッ
ピ
ー
の
仕
事
ス
タ
イ
ル
は
、 

京
の
「
こ
だ
わ
り
＝
職
人
技
」
と
似
通
っ
た
と
こ
ろ
が 

た
く
さ
ん
あ
る
。 

こ
だ
わ
り
の
ハ
ッ
ピ
ー
ケ
ア
・
メ
ン
テ
の
職
人
技
を 

『
幸
』
に
見
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
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ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
  ミュンヘン 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
  シュトゥットガルト 

はじめに ／ 案山子の独り言 

年の瀬も近づいてきた。 

毎年同じことを言いながら暮れていく。 

考えてみれば、私の両親も、祖父母も、みんな同じことを言っていた。 

その呪縛から抜け出ることのできない愚かな私。 

言わないようにしようと思ってもヤッパリ口にしてしまう。 

『あぁー　一年は早いなぁー』この不思議。 

誰か、この不思議を解明してくれぇー。 

案山子の独り言  

���������

シュトゥットガルト 

��	
��	

ミュンヘン 


����	

ベルリン 



2005年10月28日 約束通りハッピーを訪問された 
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ドイツでの約束どうり、ホフゲス氏、来日 
「世界中を見てきましたが、こんなやり方をしている所は見たことがありません。 
とにかく、クリーニングのニオイがまったくしないのが驚きです」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホフゲス氏談 

正面玄関でホフゲス氏を迎える 

ドイツ・ミュンヘン 

仕上げ機メーカー 

ファイト社の会議室で 

協力関係とハッピーを 

訪問する約束をして 

固い握手。 

ファイト社内のモデル展示ルームにて 

ハッピーはグローバルスタンダード 

－ドイツ ファイト社交流－ 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 

－ミュンヘン編－ 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 

－ミュンヘン編－ 
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ニンフェンブルグ城です。 

領主ヴィッテルスバッハ王家の夏の離宮だった城です。 

入口ホール天井絵ニンフ（妖精）に因んで城の名が付けられた。 

本棟左手、美人画ギャラリーは傾城の美人ローラの絵で有名です。 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
ミュンヘン編 



聖母教会の塔です。 

ミュンヘンの街にいると非常に目立つ塔です。 

聖母教会は赤い巨大な屋根と 

二つの塔が印象的な教会です。 

１４８８年に完成した 

後期ゴシック建築様式の傑作で、 

内部にはマリアの昇天を描いた祭壇画や、 

ヴィッテルスバッハ家の墓所などがあります。 
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ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
ミュンヘン編 

バロックとロココ様式が見事な調和を見せる 

ニンフェンブルク城 
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●活気あふれる街ミュンヘン 

イタリアローマから飛行機で約２時間。 

イタリアとさよならをして、ドイツのミュンヘン空港に到着しました。 

空港の中を歩いてまず驚いたのは、壁が赤・緑・青などの多色の蛍光灯で鮮やかに 

装飾されていたことでした。これはドイツ人の人々の気質の現れなのかなと、 

今後のドイツでの旅への期待に胸を弾ませながら列車でセントラルステーションへ向かいました。 

赤い列車に色鮮やかな広告看板や売店の数々。 

このセントラルステーションでもまた、その派手さに再び驚きの連続でした。 

イタリアの建造物の古代的・有機的なイメージとは対照的に、このような現代的・無機的なイメージが 

ドイツ独特のアート魂のように感じられました。 

ミュンヘンの街中心はデパートやおしゃれなお店が立ち並び、オープンカフェからは 

コーヒーを片手におしゃべりを楽しんでいるたくさんの人々の愉快な会話が聞こえてきます。 

噴水のある広場では全身ゴールドにペイントした大道芸人が天使の像になりきって、 

観光客を楽しませていました。 

このような活気あふれる街の空気に私たちも元気をもらいました。 

両側にビヤホール。やはりドイツではビールは水がわり。 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
ミュンヘン編 
ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
ミュンヘン編 
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広場にあった天使の像。 

新市庁舎です。２０世紀初頭に完成したネオゴシック様式の建物です。 

中央の塔には仕掛け時計があり、毎日１１時と正午に仕掛けが動きます。 
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●ドイツには教会税がある 

カーンカーンカーン・・・ 

シンデレラ城のようなゴシック様式の教会から、美しい鐘の音が街いっぱいに響きわたりました。 

ドイツには教会税があって、教会は国によって厚く保護されています。だから、どの教会も美しい。 

教会は、その資金を基に国とは別に社会福祉に役立てているらしいのです。税金で教会が 

賄われていても、政教分離はシッカリと守られているのが、ドイツ国民らしい考え方ではないでしょうか。 

日本の政教分離とは、少し色合いが異なり決して政治に関与しないことを大前提として 

教会税が徴収されているのを聞いて、日本との違いに驚きを隠せませんでした。 

イタリアには大らかさ、ドイツには厳格さ、日本には順応性と、それぞれの国民性があり、 

初めて海外を旅して、イキイキと生活する人々から活力と勇気をもらったような気がしました。 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
ミュンヘン編 



ホーエンシュタイン研究所の建物のひとつです。 

古いお城を改造して研究所にされています。 

外観からは想像できませんが、内部は近代的です。 
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ホーエンシュタイン研究所は 
　　　　  世界的に権威のある生活文化の研究所です。 

世界に先がけて液化炭酸ガスで洗浄する 

ドライクリーニングテスト機 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 

シュトゥットガルト編－ 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 

－シュトゥットガルト編－ 
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ホーエンシュタインのテキスタイルエンジニア・ユルゲン ターグ氏を訪ねた。 

ユルゲン ターグ氏とは、流通からマーケティング、商品開発、地球環境と経済、法制度、 

文化についての問題、高度で多岐にわたっての意見交換と話し合いが率直に行われた。 

しかしながら、ハッピーの仕事スタイルについては理解してもらうのに大変手間取った。 

ハッピーのビジネスモデル、仕事スタイルが常識を破った発想で展開されているからだ。 

クリーニングからケア・メンテへ。ドライから水洗いへ。ＩＴによる一元管理。 

この概念を理解してもらうのに時間がかかった。 

ところが、新しい洗浄方法・水洗いの実験布を見せたところユルゲン ターグ氏の目の色が 

変わった。 

ドライに較べても遜色のない洗い上がり感、風合いも壊さず、収縮もさせないハッピーの 

新しい無重力ゼロＧ水系洗浄。 

ハッピーの新しい洗浄方法に興味と好奇心が、テキスタイルエンジニア・ユルゲン ターグ氏の 

目を一挙に開かせた。 

理解できると技術屋同士で意気投合。 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
シュトゥットガルト編 
ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
シュトゥットガルト編 
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街中心部を少し離れると 

工業都市のイメージから一変、 

広大なブドウ畑やとうもろこし畑が広がり、 

今日は雲ひとつない晴天ということもあって、 

澄みわたる青空と緑のコントラストが 

見事な景色を満喫することができました。 

ホーエンシュタイン研究所から風景をのぞむ 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
シュトゥットガルト編 

●工業都市シュトゥットガルトは観光都市のような気分の街です。 

ミュンヘンから特急列車で約２時間のところにあるシュトゥットガルトという工業都市にやって 

来ました。シュトゥットガルトは、ダイムラー・クライスラー（ベンツ）、ボッシュ、ドイツＩＢＭなど、 

有名な国際企業の本社がある街です。街の中心部にはいたるところで 

有名な車のディスプレイを目にしました。 

さすがはドイツだけあって、ドイツに来てからこれまで利用したタクシーはほとんどがベンツ。 

今日利用したタクシーもベンツでした。乗り心地は最高で長時間乗っていていても疲れませんでした。 
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イタリア・ドイツでそれぞれ２社、計４社の訪問をすべて終えましたが、 

どの企業の交流においても共通して感じたことでした。 

言語や文化はまったく異なっても、おもしろいくらいにハッピーの仕事スタイルが相手に 

伝わっていき、受け入れられていく様子に鳥肌がたちました。 

海外だからといって、日本国内での注目度となんら変わりはありません。とにかくスゴイことです。 

明確な理念とこれからのビジョンをもっているハッピーは、今回の交流を機に世界に向けて、 

ドンドンハッピーの仕事スタイルを発進していくことは間違いないと確信しました。 

●ホーエンシュタイン研究所の訪問を終え、奮戦記・紀行文作成に奮闘中 

「ホンモノは必ず世界に通用する」 

「人や世の中に役立つ企業は国を超えて支持される」 

松本・今田の訪欧感想 

余裕の橋本代表 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
シュトゥットガルト編 
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社長奮戦記  
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ハッピーのケア・メンテが解決します 

●高級ブランドの洋服は「クリーニングには出さない方がいい」と教えてもらった！？ 

●クリーニングしているのに今年着ようと思ったら黄ばんでいた！？ 

テーラー・ペコラ銀座の佐藤英明氏が絶賛 

　「マリオ・ペコラ銀座」佐藤英明氏は、イタリア・ミラノの「マリオ・ペコラ」で修行され

た本物のサルトリア（仕立て職人）。佐藤氏は、ハッピーの仕事ぶりを次のように評価さ

れています。『ハッピーの仕上がりを見る限り、オリジナルの形が忠実に再現されてい

ると思います。私が理想と考えるのは仕立てのときと同じようなプレス。これは、そう

した丁寧な仕事です。』　（「MEN'S EX」2004年10月号抜粋） 

フルハンドメイドで仕立てられた 
スーツを「水洗い」しました。 

新品同様に仕上げました。 

　今まで洗わない方がイイという常識がありましたが、ウール製品でも水洗いした方が絶対いいはず

なんです。うちの商品でも8年前のスーツでも水洗いしているものは持ちが格段に違っていますから。

水を繊維に与えて汚れを落としきちんとプレスを掛けてあげるとスーツは蘇り新品同様の状態を維

持します。その点からもハッピーの「サイジング」技術によるウールの手触り感の復元には驚きます。 

マリオ・ペコラでサルトリアの称号を与えられたペコラ銀座 佐藤 英明氏 談 
（「繊研アッシュ」volime 55抜粋） 


